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重点課題名 ： ②多様な担い手の育成 
 

検討項目  １．核となる担い手の確保・育成 

２．地域を支える担い手の確保・育成 

３．新規就農者の確保・育成 

４．発展段階に応じた体系的な研修制度 

５．農外企業の参入促進 

６．多様な担い手育成に応じた営農モデル 

７．女性や高齢者の役割の発揮 

８．生産者組織の活性化 

９．農作業受委託組織等の活動の充実 

資料 １ 



核となる担い手の確保・育成

認
定
農
業
者

農
業
法
人

○経営改善状況の的確な
把握とフォローアップ

○法人化による経営の安
定と発展を助長

○農業経営の維持・発展
のための人材確保

○経営体の持つ生産・販
売のノウハウの継承

○複合化・多角化による
経営の安定化

○経営を支える人材や次
世代の後継者の確保

○農用地の利用集積に
よる経営規模の拡大

○認定農業者数は、21年度末で
1,708経営体と増加傾向である
が、経営改善計画の目標達成
は、約半数程度

○認定農業者の40％が60歳以上
と高齢化し、全体の45％は後継
者の見込みがない状況

○法人数は、21年度末で164法人、
全認定農業者に占める割合は9.6
％で共に増加傾向

○規模拡大等による経営改善や農
商工連携等による経営の多角化
や独自の販売ルートの確保など
多様な取組みを展開

○集落営農組織（108) のうち、集落
営農法人は21年度末で26法人と
微増

○リーダーやオペレーターの大半が
定年退職者で高齢化

○経営の多角化・複合化、ネットワーク化による経営発展

◆農業法人のネットワーク････販売量の確保や契約栽培による出荷

先の安定化等による経営の安定化

○収益性のある作物の作付拡大や労働の省力化及び労働配分

の適正化による規模拡大

○販路拡大や経営の多角化を進める人材の育成

◆雇用就農を通した人材育成や、のれん分け就農の促進による経営

の拡大

○集落営農組織の農用地の面的集積による経営改善と、次世代

のリーダー・オペレーターの確保に向けた集落内の合意形成

○専門家による経営分析等に基づく経営改善等

○法人化に向けた会計処理や雇用労働体制等の整備

○農用地の利用集積や雇用の確保などによる経

営規模の拡大

○後継者や参入者の育成など、将来にわたって

安心できる経営の継承

高度な経営展開に向けた取り組みの助長

法人化

【現 状】 【課 題】
【対応方向のイメージ】

○○○○担担担担いいいい手手手手のののの高齢化高齢化高齢化高齢化がががが進進進進むむむむ中中中中、、、、経営規模経営規模経営規模経営規模のののの拡大拡大拡大拡大やややや経営経営経営経営のののの多角化多角化多角化多角化などのなどのなどのなどの経営改善経営改善経営改善経営改善によってによってによってによって、、、、本県農業本県農業本県農業本県農業をををを牽引牽引牽引牽引するするするする核核核核とととと
なるなるなるなる担担担担いいいい手手手手をををを確保確保確保確保・・・・育成育成育成育成。。。。

○○○○特特特特にににに、、、、企業的企業的企業的企業的なななな農業経営農業経営農業経営農業経営をををを行行行行うううう農業法人農業法人農業法人農業法人はははは、、、、関係機関関係機関関係機関関係機関がががが連携連携連携連携したきめしたきめしたきめしたきめ細細細細かなかなかなかな営農指導営農指導営農指導営農指導とともにとともにとともにとともに農業法人農業法人農業法人農業法人ののののネットネットネットネット
ワークワークワークワーク化化化化によるによるによるによる経営経営経営経営のののの安定化安定化安定化安定化をををを助長助長助長助長。。。。



【【【【対応方向対応方向対応方向対応方向ののののイメージイメージイメージイメージ】】】】

地域地域地域地域をををを支支支支えるえるえるえる担担担担いいいい手手手手のののの確保確保確保確保・・・・育成育成育成育成

○○○○ 農業労働力農業労働力農業労働力農業労働力のののの減少減少減少減少・・・・高齢化高齢化高齢化高齢化がががが進展進展進展進展しししし、、、、耕地利用率耕地利用率耕地利用率耕地利用率がががが低下低下低下低下するするするする中中中中、、、、今後今後今後今後、、、、家族経営体家族経営体家族経営体家族経営体やややや集落営農組織集落営農組織集落営農組織集落営農組織のうちのうちのうちのうち意欲意欲意欲意欲
あるあるあるある多様多様多様多様なななな主体主体主体主体をををを地域地域地域地域のののの農業農業農業農業・・・・農地農地農地農地のののの維持維持維持維持・・・・発展発展発展発展をををを支支支支えるえるえるえる担担担担いいいい手手手手としてとしてとしてとして明確化明確化明確化明確化。。。。

○○○○ 家族経営体家族経営体家族経営体家族経営体のうちのうちのうちのうち経営発展経営発展経営発展経営発展をををを目指目指目指目指すすすす意欲意欲意欲意欲あるあるあるある経営体経営体経営体経営体はははは認定農業者認定農業者認定農業者認定農業者にににに、、、、担担担担いいいい手不足手不足手不足手不足やややや兼業兼業兼業兼業・・・・高齢農家高齢農家高齢農家高齢農家のののの多多多多いいいい地地地地
域域域域はははは集落営農組織集落営農組織集落営農組織集落営農組織のののの構成員構成員構成員構成員にににに誘導誘導誘導誘導 。。。。集落営農組織集落営農組織集落営農組織集落営農組織はははは、、、、経営経営経営経営のののの安定化安定化安定化安定化とととと法人化法人化法人化法人化にににに誘導誘導誘導誘導。。。。

【【【【現状現状現状現状】】】】
・農業就業人口が減少し、兼業・高齢農家が多く耕
地利用率も低下

・小規模な経営体が多く、農業収入のみでは経営
が成り立たない農家が大半

・集落営農組織では、担い手が少なく高齢者が多
い組織や、参画農家や集積農地の割合が低い組
織も存在

・１支店１農場組織では作業班を単位とした活動体
制が徐々に確立

・女性起業活動への取り組みの高まり

【【【【課題課題課題課題】】】】
・集落営農組織では、構成員の高齢化やリーダー、
オペレータの人材不足等により組織活動が停滞

・地域農業の担い手として経営を存続していくため
には、多角化や複合化など、所得向上の取り組
みを促していくことが必要

○平成7年と17年の比較
・農業就業人口 17％減
・耕地利用率 93％（8％減）

○集落営農組織（平成21年度末）
・集落営農数108組織
・１支店１農場74組織 ２２２２ 家族経営体家族経営体家族経営体家族経営体

１１１１ 集落営農組織集落営農組織集落営農組織集落営農組織

・今後さらに増加すると想定される離農者や、零細な体質等を解決するための

戸別の経営改善が困難な農家については、集落営農の構成員に誘導
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・戸別所得補償制度や６次産業化など、国が進める制度を活用
して所得向上を目指す取り組みの促進

・女性起業グループのネットワーク化等による女性起業活動の
拡大

・農業経営改善計画の共同申請により女性の参画を促進
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・農地・水・環境保全対策等を活用し周辺住民との調和など地域
農業の維持・発展につながる活動を助長

・組織リーダーなど人材の発掘と育成や、活動目標と計画策定等
に関する助言など組織体制や営農活動を充実

・水利組合、土地改良区の地域組織や、農業機械銀行、JA、農業

改良普及センターなど支援組織との連携
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・資材購入から販売までの経理の一元化

・共同利用機械の導入や面的集積により、農業機械や農地の効率
的利用を促進

・新作物の導入など複合化・多角化への取り組み

法
人
法
人
法
人
法
人
へへへへ

のののの
発
展
発
展
発
展
発
展

参画参画参画参画



【【【【現現現現 状状状状】】】】

・ 認定農業者等担い手は増加
しつつあるものの、基幹的農業
従事者（65歳未満）は平成７年
から17年の10年間で４割減少

・ 担い手の高齢化が進むととも
に、後継者が不在の経営体が
多い

・ 新規就農者数については、昨
年来から雇用就農が増加傾向
にあるものの、自営就農者数
は、近年30～40人程度で推移

・ 農業法人等が就農希望者を
受け入れて担い手へ育成する
活動事例が散見

【【【【課課課課 題題題題】】】】

・ 新規就農に向けて一貫したサ
ポート体制の充実・強化

・ 新規就農者の初期投資の負
担軽減と経営の早期安定化

・ 後継者不在農家の経営資産
の有効活用

【【【【情報提供情報提供情報提供情報提供・・・・就農相談就農相談就農相談就農相談】】】】

香川県新規就農相談香川県新規就農相談香川県新規就農相談香川県新規就農相談センターセンターセンターセンター

【【【【農業知識農業知識農業知識農業知識・・・・技術技術技術技術のののの習得習得習得習得】】】】

香川県立農業大学校等香川県立農業大学校等香川県立農業大学校等香川県立農業大学校等

【【【【経営経営経営経営のののの開始開始開始開始・・・・定着定着定着定着】】】】

農業改良普及農業改良普及農業改良普及農業改良普及センターセンターセンターセンター等等等等
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独立独立独立独立・・・・自営就農自営就農自営就農自営就農へのへのへのへの展開展開展開展開

・ 認定就農者に対し、就農に要する経費を無利子
で融資
・ 経営安定化に向けた技術指導
（（（（充実方向充実方向充実方向充実方向））））
○ 機械や施設等の初期投資の負担軽減
○ 後継者不在農家から担い手への農地、施設、
機械等の継承
○ 農業士等の地域の担い手による新規就農者の
技術・経営・地域活動等に対する支援の充実

独立独立独立独立・・・・自営就農自営就農自営就農自営就農へのへのへのへの展開展開展開展開

・ 認定就農者に対し、就農に要する経費を無利子
で融資
・ 経営安定化に向けた技術指導
（（（（充実方向充実方向充実方向充実方向））））
○ 機械や施設等の初期投資の負担軽減
○ 後継者不在農家から担い手への農地、施設、
機械等の継承
○ 農業士等の地域の担い手による新規就農者の
技術・経営・地域活動等に対する支援の充実

雇用就農雇用就農雇用就農雇用就農のののの推進推進推進推進

・ 農業法人等での就農希望者を雇用したOJT
研修の実施
（（（（充実方向充実方向充実方向充実方向））））
○ 農業法人等の研修生受入れ体制の充実・強化
○ 「のれん分け」等による独立就農を促していくた
めに、農業法人等への啓発と法人の経営改善等
を助長

雇用就農雇用就農雇用就農雇用就農のののの推進推進推進推進

・ 農業法人等での就農希望者を雇用したOJT
研修の実施
（（（（充実方向充実方向充実方向充実方向））））
○ 農業法人等の研修生受入れ体制の充実・強化
○ 「のれん分け」等による独立就農を促していくた
めに、農業法人等への啓発と法人の経営改善等
を助長

○○○○ 基幹的農業従事者基幹的農業従事者基幹的農業従事者基幹的農業従事者がががが減少減少減少減少するするするする中中中中、、、、本県農業本県農業本県農業本県農業のののの次代次代次代次代をををを担担担担うううう人材人材人材人材をををを確保確保確保確保・・・・育成育成育成育成するためするためするためするため、、、、農家子弟農家子弟農家子弟農家子弟をはじめをはじめをはじめをはじめ、、、、団塊世代団塊世代団塊世代団塊世代、、、、
離職者離職者離職者離職者、、、、県外出身者県外出身者県外出身者県外出身者などなどなどなど、、、、農内外農内外農内外農内外のののの多様多様多様多様なななな人材人材人材人材をををを活用活用活用活用。。。。

○○○○ 就農希望者就農希望者就農希望者就農希望者のののの多様多様多様多様ななななニーズニーズニーズニーズとととと農業現場農業現場農業現場農業現場のののの実態実態実態実態をををを的確的確的確的確にににに把握把握把握把握しししし、、、、就農相談就農相談就農相談就農相談からからからから経営経営経営経営のののの開始開始開始開始・・・・定着定着定着定着までまでまでまで一貫一貫一貫一貫したしたしたしたサポーサポーサポーサポー
トトトト体制体制体制体制をををを充実充実充実充実・・・・強化強化強化強化。。。。

新規就農者新規就農者新規就農者新規就農者のののの確保確保確保確保・・・・育成育成育成育成

・無料職業紹介

・農地や空家等の情報提供

・県内外での就農相談会の開催

・技術習得のためのアドバイス

・無料職業紹介

・農地や空家等の情報提供

・県内外での就農相談会の開催

・技術習得のためのアドバイス

・ 実践的な農業技術や経営管
理手法の習得機会の提供
・ 農業の担い手や農村地域に
おけるリーダーの養成
（（（（充実方向充実方向充実方向充実方向））））
○ 現場が求める経営の発展
段階に応じた能力を持つ人材
を養成するために、多様な研
修機会

・ 実践的な農業技術や経営管
理手法の習得機会の提供
・ 農業の担い手や農村地域に
おけるリーダーの養成
（（（（充実方向充実方向充実方向充実方向））））
○ 現場が求める経営の発展
段階に応じた能力を持つ人材
を養成するために、多様な研
修機会

独立独立独立独立

【【【【対応方向対応方向対応方向対応方向ののののイメージイメージイメージイメージ】】】】

多様多様多様多様なななな人材人材人材人材のののの早期就農早期就農早期就農早期就農とととと経営安定化経営安定化経営安定化経営安定化にににに向向向向けたけたけたけた一貫一貫一貫一貫したしたしたしたサポートサポートサポートサポート
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【【【【対応方向対応方向対応方向対応方向ののののイメージイメージイメージイメージ】】】】

○ 就農前、就農定着期、経営改善期、経営発展期など、各段階における研修ニーズを
的確に捉えた、農業大学校を中心とした関係機関の連携による研修機会の拡大

［想定される研修例］
機械操作、新技術導入、経営マネージメント、地域マネージメント、新商品開発、
マーケティング等

○ 農業士等の担い手や農業改良普及センターが連携し、地域の新規就農者や発展段
階にある農業者を支援する体制の構築

発展段階発展段階発展段階発展段階にににに応応応応じたじたじたじた体系的体系的体系的体系的なななな研修制度研修制度研修制度研修制度

○○○○ 農業経営農業経営農業経営農業経営のののの安定安定安定安定とととと発展発展発展発展のためにのためにのためにのために、、、、各段階各段階各段階各段階にににに対応対応対応対応したしたしたした体系的体系的体系的体系的なななな研修研修研修研修をををを農業教育農業教育農業教育農業教育のののの中核機関中核機関中核機関中核機関であるであるであるである農業大学校等農業大学校等農業大学校等農業大学校等でででで
実施実施実施実施。。。。

○○○○ 地域地域地域地域のののの新規就農者新規就農者新規就農者新規就農者やややや発展段階発展段階発展段階発展段階にあるにあるにあるにある農業者農業者農業者農業者をををを総合的総合的総合的総合的にににに支援支援支援支援するためにするためにするためにするために、、、、農業士等農業士等農業士等農業士等のののの担担担担いいいい手手手手やややや農業改良普及農業改良普及農業改良普及農業改良普及センセンセンセン
ターターターター等等等等のののの関係者関係者関係者関係者がががが連携連携連携連携。。。。

【【【【現現現現 状状状状】】】】

・ 農業大学校やアグリ塾での就農希望者に対する研修と普及
センターによる農業者を対象とした栽培技術や経営管理に関す
る講習会等の実施

・ 農業大学校での高等学校卒業生を対象とした農業教育の
ニーズは横ばいであるものの、他産業経験者や定年帰農者等
からの研修機会の要求が近年高まる。

【【【【課課課課 題題題題】】】】

・ 就農後のスキルアップ、経営改善及び経営発展等経営
の発展段階に対応した農業者ニーズに即する研修機会の
確保

・ 地域において農業者を育成する気運の醸成と体系的な
相談・研修の充実

【【【【最近最近最近最近のののの取組取組取組取組みみみみ】】】】

１．H２２より研修希望者の増大と研修生ニーズに対応した農業大学校での他産業経験
者等に対する研修を充実
（１）研修機会の拡大

[就農準備研修]
・定 員 H21 10名×２期＝20名 → H22 20名×３期＝60名
（実員） （37名） （第１期：29名）
・期 間 H21 ３カ月 → H22 ４カ月
・回 数 H21 ２回 → H22 ３回

（２）農場実習に加え、農業士等の先進農家の協力による就農希望者の農家実習を
導入

２．農業現場での就農希望者に対するＯＪＴ研修を「農の雇用事業」を活用して実施
研修生数 H20：23名、H21：53名

就農前 就農後

かがわアグリ塾
　受講者　H20：67名
 　　　 　H21：68名

－

農業大学校
　就農準備研修受講者
　　H20：23名（定員20名）
　　H21：37名（定員20名）

　農業機械研修
　　H20：38名（定員35名）
　　H21：73名（定員40名）

普及センター   就農計画作成支援等
　研修会・講習会の開催
　　H21：1,893回

農業士等 － 　技術・経営相談



○○○○ 農業農業農業農業にににに参入参入参入参入するするするする企業企業企業企業がががが、、、、耕作放棄地耕作放棄地耕作放棄地耕作放棄地をををを含含含含めめめめ農地農地農地農地をををを有効活用有効活用有効活用有効活用しつつしつつしつつしつつ、、、、安心安心安心安心してしてしてして農業農業農業農業にににに参入参入参入参入しししし、、、、新新新新たなたなたなたな担担担担いいいい手手手手
としてとしてとしてとして生産活動生産活動生産活動生産活動がががが行行行行われるようにわれるようにわれるようにわれるように、、、、関係機関関係機関関係機関関係機関とのとのとのとの連携連携連携連携をををを強化強化強化強化。。。。

農外企業農外企業農外企業農外企業のののの参入促進参入促進参入促進参入促進

【【【【現現現現 状状状状】】】】

・ 建設会社が農業生産法人を設立して参入する事例が増加。
・ これまでに参入したのはオリーブ関係などで14社。

・ 食に対する安全・安心への関心や国産志向、農地法改正等
により、全国的に企業参入意向が高まる。企業イメージ向上、
環境問題への取組みなどの観点からの参入意向もあり、近年
相談件数が増加。

・ 企業参入に対応するため、県庁内にワンストップサービ
ス体制を整備。

【【【【課課課課 題題題題】】】】

・ 耕作放棄地も含めた面的な農地の確保と、参入に際して
周辺住民や関係機関を含めたきめ細やかな調整

・ 参入前、参入後の栽培技術修得等に対する支援の充実

【【【【対応方向対応方向対応方向対応方向ののののイメージイメージイメージイメージ】】】】

○ 参入に際して企業が不安要素と考えている「農地情報の不足」や
「農作物の情報・農業技術の情報提供の不足」等を払拭するための相
談活動を強化・充実。

・ワンストップサービスの充実
・市町、市町農業委員会、ＪＡ等との連携強化による各種情報提供等

【【【【県県県県ががががサポートサポートサポートサポートしたしたしたした事例事例事例事例】】】】

○○○○ＡＡＡＡ農園農園農園農園（（（（農業生産法人農業生産法人農業生産法人農業生産法人 認定農業者認定農業者認定農業者認定農業者））））

・H20に土木建設会社が、刈草を発酵させ

た有機肥料を活用した施設有機農業に参
入。

・今回、事業を拡大するために耕作放棄さ
れた桑園３．６haを借入れ、農地に再生

し露地野菜栽培に着手。

○オリーブ振興特区による参入 4社
○特定法人貸付事業による参入 7社
○建設会社が農業生産法人設立による参入 3社
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H19 H20 H21 H22

延回数 企業数

※ H22は5月21日現在の数値

再生作業前 再生作業中



「「「「考考考考ええええ方方方方」」」」
経営開始時や経営の発展段階別に、多様な担い手が目指す営農の
姿と労働時間、収益性をわかりやすくイメージできる情報を提供し、普及
センターによるきめ細かな経営指導を実現。

○現行の28類型のモデルに加え、新規就農者等多様な経営体
を想定したモデルを充実
○個々の農家の経営分析と経営改善に向けた営農モデルを提示

多様な担い手育成に応じた営農モデル

○新規参入の農家や企業はもとより、経営の発展段階毎に労働時間、収益性を容易に把握
できる営農モデルを提示し、きめ細かな経営指導を実現

【【【【現現現現 状状状状】】】】
○自営就農、農業法人への就農など農業
参入のルートが多様化。
○農業参入に興味を持つ企業も増加。
○認定農業者等を想定した28種類の効
率的かつ安定的な経営モデルを構築

作成した経営類型例

【【【【課課課課 題題題題】】】】
○新規参入希望農家や企業等が営農を
開始しやすいように、参入初期段階の目
標としての営農モデルを充実。
○経営の段階的発展のため、収益性改善
や新技術導入の目安とする標準的営農モ
デルを充実。
○認定農業者向けに、今後の新技術を導
入した場合の経営試算や損益分析等きめ
細かな営農指導への活用。

2，897601１．１ｷｳｲﾌﾙｰﾂ＋中晩柑

3，60２6004．2水稲＋ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ+

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ

労働時間
(h)

農業所得
(万円）

規模
(ha)

経営類型

前提条件：さぬきのめざめ導入、ハウス長期どり等

前提条件：さぬきゴールド導入、生育予測法等

○○○○規模別規模別規模別規模別・・・・地域別地域別地域別地域別にににに、、、、認定認定認定認定
農業者農業者農業者農業者はもとよりはもとよりはもとよりはもとより新規就農新規就農新規就農新規就農
者者者者からからからから企業企業企業企業までまでまでまで、、、、営農営農営農営農がががが容容容容
易易易易にににに理解理解理解理解できるできるできるできる。。。。

（（（（１１１１））））新規参入新規参入新規参入新規参入のののの段階段階段階段階：なにを作っ
たらよいか？どれくらいの手間が
かかる？収益性や経費などの疑
問に答える。

（（（（２２２２））））経営経営経営経営のののの拡大拡大拡大拡大・・・・発展段階発展段階発展段階発展段階：規模
拡大の手順や方法、導入可能な
新技術などを試算し、認定農業者
レベルへ収益性を段階的に発展さ
せる。

○○○○現状現状現状現状のののの営農営農営農営農とのとのとのとの比較比較比較比較やややや作作作作
物物物物・・・・作型作型作型作型をををを自在自在自在自在にににに組組組組みみみみ合合合合わわわわ
すことができてすことができてすことができてすことができて、、、、収益性収益性収益性収益性がががが明明明明
確確確確になるになるになるになる。。。。

（（（（１１１１））））経営経営経営経営のののの現状現状現状現状とととと指標指標指標指標のののの比較分析比較分析比較分析比較分析
とととと評価評価評価評価：モデルとの比較により、収
量、単価、コスト、作業時間などの
改善点がわかる。

（（（（２２２２））））自由自由自由自由なななな作物作物作物作物、、、、作型作型作型作型のののの組組組組みあわみあわみあわみあわ
せせせせ：水稲や麦、野菜、果樹など地
域で栽培できる様々な類型を自由
に組み合わすことができる。

営農モデルのイメージとポイント

【【【【 対応方向対応方向対応方向対応方向ののののイメージイメージイメージイメージ 】】】】



【【【【対応方向対応方向対応方向対応方向ののののイメージイメージイメージイメージ】】】】
これまでの対策を継続して進めるとともに、さらに、より効果的な取

組みとなるような対策を弾力的に展開

＜具体策＞
●農商工連携などによる６次産業化の取組みの助長と女性起業グループの

ネットワーク化等による女性起業活動の拡大
●女性の積極的・主体的な経営参画を進め、女性認定農業者を育成
●女性・高齢者を対象とした学習会や交流会の充実によるリーダーの育成
●集落営農を支える組織や人づくり、技術の継承等における高齢者の役割分担

と能力発揮のための環境づくり

【【【【現現現現 状状状状】】】】

●県内農村女性のポジション・全体に占める割合
・全農業者就業者人口の ５４．５％ （Ｈ１７）
・全基幹的農業従事者の ４５．６％ （ 〃 ）
・全認定農業者の ５．７％（Ｈ２２）
・全農業委員の ２．４％（ 〃 ）

●高齢化率は24.4％(H19年10月)で全国平均の21.5％
を上回っている。

◎女性や高齢者は、農業経営や集落営農に貢献してい
るものの、補助的な立場にある場合が多い。

◎地域全体で集落営農や担い手の経営を支えるため、
女性や高齢者の生き生きとした、主体的な活動が

期待されている。

【【【【課課課課 題題題題】】】】

■農業経営や地域社会における女性・高齢者の役割の
明確化と、主体的な参画の促進

■女性・高齢者の新しい発想や多彩な能力を、農業経
営や地域活動で発揮するための環境づくり

【【【【これまでのこれまでのこれまでのこれまでの取組取組取組取組みのみのみのみの成果成果成果成果（（（（平成平成平成平成21212121年度末年度末年度末年度末））））】】】】

◆ともにともにともにともに働働働働くくくく・・・経営参画
◎パートナーシップ経営の確立支援

＜家族経営協定締結数 ２７４戸、認定農業者への共同申請 １８戸＞
◎経営の多角化に向けた女性起業活動の促進 ＜起業家数 １０３起業＞

◆ともにともにともにともに考考考考えるえるえるえる・・・社会参画
◎方針決定の場への女性の登用 ＜各種審議会の女性委員割合 41.2～44.4％＞
◎農山漁村女性リーダーの育成 ＜女性認定農業者数 ９７名＞

◆ともにともにともにともに支支支支えるえるえるえる・・・女性・高齢者が活動しやすい環境整備
◎地域を支える高齢者活動の充実 ＜むらの技能伝承士登録数 １８９名＞

女女女女 性性性性 やややや 高高高高 齢齢齢齢 者者者者 のののの 役役役役 割割割割 のののの 発発発発 揮揮揮揮

○○○○ 認定農業者制度認定農業者制度認定農業者制度認定農業者制度やややや家族経営協定等家族経営協定等家族経営協定等家族経営協定等をををを活用活用活用活用しししし、、、、女性女性女性女性のののの積極的積極的積極的積極的なななな経営参画経営参画経営参画経営参画をををを進進進進めるとともにめるとともにめるとともにめるとともに、、、、経営経営経営経営のののの多角化多角化多角化多角化にににに向向向向けたけたけたけた
女性女性女性女性のののの起業活動起業活動起業活動起業活動のののの促進促進促進促進

○○○○ 地域活動地域活動地域活動地域活動のののの核核核核となるとなるとなるとなるリーダリーダリーダリーダのののの育成育成育成育成やややや、、、、社会参画社会参画社会参画社会参画ををををサポートサポートサポートサポートするするするする体制体制体制体制をををを充実充実充実充実しししし、、、、地域地域地域地域のののの政策政策政策政策・・・・方針決定過程方針決定過程方針決定過程方針決定過程へのへのへのへの女女女女
性参画性参画性参画性参画をををを促進促進促進促進するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、女性女性女性女性・・・・高齢者高齢者高齢者高齢者のののの優優優優れたれたれたれた知識知識知識知識やややや技術技術技術技術のののの円滑円滑円滑円滑なななな継承促進継承促進継承促進継承促進とととと、、、、多彩多彩多彩多彩なななな地域活動地域活動地域活動地域活動のののの拡大拡大拡大拡大



【【【【対応方向対応方向対応方向対応方向ののののイメージイメージイメージイメージ】】】】

○農作業支援組織の活用による大規模化を進める担い
手づくり。

○リタイヤ農家の有する土地・施設の有効活用や高度
な技術の継承、協業化による多様な人づくり。

○オリジナル品種や新技術の開発・普及による多様な
生産と低コスト化を助長。

○規格の簡素化と流通の効率化を可能とする加工業務
向けの生産者組織の育成と契約取引の強化。

生産者組織生産者組織生産者組織生産者組織のののの活性化活性化活性化活性化

○○○○ 「「「「産地産地産地産地のののの牽引役牽引役牽引役牽引役となるとなるとなるとなる認定農業者等担認定農業者等担認定農業者等担認定農業者等担いいいい手手手手づくりづくりづくりづくり」」」」とととと「「「「下支下支下支下支えするえするえするえする多様多様多様多様なななな人人人人づくりづくりづくりづくり」」」」によるによるによるによる生産者組織生産者組織生産者組織生産者組織のののの活性化活性化活性化活性化。。。。
○○○○ 栽培技術栽培技術栽培技術栽培技術のののの高位平準化高位平準化高位平準化高位平準化ややややスケールメリットスケールメリットスケールメリットスケールメリットをををを活活活活かしたかしたかしたかした販売力販売力販売力販売力のののの強化強化強化強化。。。。

【【【【現現現現 状状状状】】】】

・地域の主要な園芸作物別に、
①栽培技術の効率的な普及推進が図れること
②取引先ニーズに対応した出荷量の確保と、規格の統一化に

よる共同出荷により、有利販売ができること
から、県下で５９品目、２６４生産者組織が存在。
・認定農業者を含め、兼業・高齢農家など多様な農家が、

①個人では難しい販売促進活動や代金回収
②出荷調整等作業支援による協業化

を期待し、それぞれの経営の実態に即した生産ができることか
ら組織に参加。
・県下の生産者組織の販売額（２１８億円）は、園芸作物の産出
額の６割以上を占有。
・外食や中食の拡大により、加工業務用農産物の需要が増大。

【【【【課課課課 題題題題】】】】

・一部の品目では、各種資材の高騰による生産コストの増大と、
販売価格の低迷により、経営環境は悪化。
・生産者組織の相当部分を支えている高齢農家が、今後リタイ
ヤするに伴い産地が縮小する恐れ。
・取引先のニーズに即した多様な農産物の生産と販売額を増や
すことが必要。

【【【【最近最近最近最近のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ】】】】

○ブロッコリーの氷詰め出荷など、取引先のニーズに
即したきめ細かな対応により、栽培面積の増加。

面積 H16：357ha    → H20：565ha

○県オリジナル品種アスパラガス「さぬきのめざめ」
の導入と普及センターによる新技術の普及により
栽培者の増加。

栽培者 H16：481名 → H22：531名

○加工業務用の契約取引の拡大

レタス H16：5,214ｔ → H19：5,858ｔ

JA販売額の状況 (H20)
野菜：173億円(農業産出額245億円の71%)
果樹： 32億円( 〃 54億円の59%)

花き： 13億円( 〃 39億円の33%）

穂先の締まった
[さぬきのめざめ]

(鮮度の高い氷詰め出荷)

加工業務に適した
レタス品種検討

(施設・農地の流動化)



【【【【取取取取りりりり組組組組みみみみ事例事例事例事例】】】】

［稲刈り支援］ ［ネギの収穫支援］ ［ブロッコリーの定植支援］

【【【【対応方向対応方向対応方向対応方向ののののイメージイメージイメージイメージ】】】】

○ 認定農業者等の担い手が規模拡大を図る上で隘路となっている収
穫調整作業などの負担を軽減し、経営の改善・発展を図るため、利
用者のニーズに応じた受託作業のできる組織へと育成

１ 農業機械銀行の受託者の確保・養成

２ 農作業支援センターの体制の整備と作業内容の充実

３ 年間雇用が可能な受託組織の育成

農作業受委託組織等農作業受委託組織等農作業受委託組織等農作業受委託組織等のののの活動活動活動活動のののの充実充実充実充実

○○○○ 担担担担いいいい手手手手のののの規模拡大規模拡大規模拡大規模拡大やややや経営経営経営経営のののの多角化多角化多角化多角化をををを図図図図るるるる上上上上でででで必要必要必要必要となるとなるとなるとなる労働力労働力労働力労働力をををを確保確保確保確保・・・・補完補完補完補完するためにするためにするためにするために、、、、農作業支援体制農作業支援体制農作業支援体制農作業支援体制をををを充実充実充実充実・・・・強化強化強化強化。。。。

○○○○ 特特特特にににに、、、、利用者利用者利用者利用者のののの掘掘掘掘りりりり起起起起こしとこしとこしとこしと利用者利用者利用者利用者ニーズニーズニーズニーズにににに応応応応じたじたじたじた受託受託受託受託内容内容内容内容のののの充実充実充実充実がががが急務急務急務急務。。。。

【【【【現現現現 状状状状】】】】

・ 農作業支援を行う組織による、米麦の基幹作業の受委託や野菜
等の出荷調整支援など、農作業の受委託活動を実施

・ これら組織では、平成２１年度から「ふるさと雇用再生特別基金
事業」を活用し、品目や作業内容を充実する動き

【【【【課課課課 題題題題】】】】

・ 受託者の確保と経費の面から、対象品目や作業内容の拡大は
停滞
・ 担い手の経営発展に必要な労働力を補完するために、機械銀行
組織での受託者の育成・確保や農作業支援センターの体制・作業
内容を充実することが急務。

１．農業機械銀行活動状況（H20)
［組 織 数］17組織
［受託者数］220名
［作業面積］耕起・代掻き 90ha

田植え 168ha
稲刈・麦刈 559ha

２．園芸作物の作業支援実施状況（H20）
［ＪＡ組織］16品目
［任意組合］２品目（カキ、小菊）
［作業内容」堆肥・肥料散布、整地・畝立、定植(播種)、

トンネル準備、収穫、出荷調整など

３．ふるさと雇用再生特別基金事業を活用した新たな作業支援
・イチゴ・花き・ブロッコリーの定植・摘果・育苗（小豆）

・ブロッコリーの定植・防除、ヘリ防除（綾坂）
・ブロッコリーの定植（三豊）
・ブロッコリー・タマネギの定植（豊南）

Ａ地区機械銀行

登録オペレーターが農作業
を実施
・米麦の主要作業支援
・農地の草刈作業支援等

Ｂ地区営農センター

ＪＡ職員が農作業を実施
・青ネギの定植・収穫
支援

・レタスの定植・収穫
支援等

Ｃ地区営農センター
（農作業支援センター）
専任オペレーター等が農作
業を実施
・ブロッコリー定植・出
荷調整

・ミカンの出荷調整等
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